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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

　義
塾
は
制
服
に
も
歴
史
あ
り
。
と
は
い

え
草
創
期
に
制
服
は
な
く
、
明
治
初
期
は
、

着
流
し
に
角
帯
を
締
め
る
の
が
当
時
の
塾

生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
商
人
風
な
の
は
、
福

澤
諭
吉
の
平
民
主
義
の
意
向
が
反
映
さ
れ

て
い
た
か
ら
と
言
わ
れ
る
。
塾
生
が
洋
服

を
着
用
し
始
め
た
の
は
１
８
８
３
︵
明
治

16
︶
年
頃
の
こ
と
。
後
に
大
倉
組
で
活
躍

す
る
当
時
の
塾
生
、
高
島
小
金
治
が
食
堂

で
洋
服
の
効
用
を
説
く

と
、
た
ち
ま
ち
50
名
近

く
が
洋
服
を
仕
立
て
た

こ
と
が
福
澤
の
書
簡
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
日
本
人
の
服
装

改
良
議
論
が
新
聞
を
に

ぎ
わ
せ
て
い
た
１
８
８
５
︵
明
治
18
︶
年

頃
に
は
、
義
塾
で
も
洋
服
着
用
の
動
き
が

起
こ
り
、
一
部
塾
生
が
同
じ
詰
襟
背
広
、

ペ
ン
記
章
の
帽
子
、
外
套
、
靴
を
そ
ろ
え

た
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
一
般
的
に
は

ま
だ
ま
だ
和
服
が
主
流
だ
っ
た
。

　１
９
０
０
︵
明
治
33
︶
年
に
は
、
塾
当

局
が
普
通
部
生
の
制
服︵
詰
襟
︶・
制
帽︵
丸

帽
︶
着
用
、
大
学
部
生
の
洋
服
と
記
章
付

き
帽
子
の
着
用
を
公
示
し
た
。
以
後
、
普

通
部
・
大
学
部
予
科
で
は
徐
々
に
詰
襟
の

制
服
が
定
着
し
た
が
、
色
は
紺
と
黒
が
混

在
し
て
い
た
。
た
だ
し
大
学
部
本
科
生
の

場
合
は
、
単
に
﹁
洋
服
着
用
﹂
と
定
め
た

着
流
し
に
角
帯
か
ら
、

洋
服
着
用
へ

塾
生
の
制
服

〜
角
帽
よ
り
丸
帽
を
。形
式
主
義
を
嫌
い
、端
正
を
よ
し
と
す
る
〜

大
学
の
服
装
が
自
由
化
さ
れ
た
の
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
で
あ
る
。
し
か
し
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
草
創
期
は
、

当
然
な
が
ら
み
な
和
服
だ
っ
た
。
で
は
制
服
は
い
つ
頃
か
ら
着
用
さ
れ
、
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

義
塾
に
お
け
る
制
服
の
変
遷
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
た
。

1886（明治 19）年 7月正科及び別科卒業生。塾生が一斉に洋服を
着始めた頃で、前列中央の福澤も洋服に蝶ネクタイ姿

1902（明治 35）年の理財科卒業生。さまざまな服装が混在して
いる

三田初期の塾生（1874［明治 7］年）
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が
制
服
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

保
護
者
か
ら
、
詰
襟
の
上
着
は
発
育
盛
り

の
児
童
の
胸
を
圧
迫
し
て
好
ま
し
く
な
い

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
医
学
部
教
員
の

意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、１
９
２
０︵
大

正
９
︶
年
、
現
在
に
通
じ
る
活
動
的
な
制

服
に
変
更
さ
れ
た
。

　昭
和
に
な
り
、
１
９
４
０
︵
昭
和
15
︶

年
に
は
初
め
て
明
文
化
さ
れ
た
学
生
服
装

規
定
に
よ
り
、
大
学
部
予
科
・
本
科
な
ど

の
塾
生
に
黒
の
詰
襟
・
丸
帽
着
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
中
は
、

制
服
の
上
に
薄
手
の
教
練
服
を
着
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

　戦
後
、
旧
制
大
学
本
科
︵
の
ち
の
新
制

大
学
︶
の
服
装
は
自
由
化
さ
れ
た
が
、
そ

れ
で
も
引
き
続
き
制
服
制
帽
の
着
用
者
が

多
く
、
中
に
は
海
軍
の
軍
服
を
仕
立
て
直

だ
け
で
、
厳
密
に
は
制
服
制
定
と
は
言
い

難
い
。
し
か
も
大
正
に
入
る
と
再
び
和
服

が
増
え
始
め
、
当
局
は
１
９
１
８
︵
大
正

７
︶
年
頃
に
、
大
学
部
本
科
生
に
対
し
て

も
詰
襟
制
服
・
角
帽
へ
の
制
服
統
一
を
試

み
た
。
そ
の
後
、
詰
襟
は
定
着
し
た
も
の

の
、
い
か
め
し
く
仰
々
し
い
角
帽
は
人
気

が
な
く
、
普
通
部
生
が
か
ぶ
っ
た
と
言
わ

れ
る
、
庇ひ
さ
し

が
ま
っ
す
ぐ
で
上
部
が
波
打
っ

て
い
る
独
特
の
丸
帽
が
大
学
部
本
科
生
に

も
定
着
し
て
い
っ
た
。﹁
ア
ン
パ
ン
帽
﹂
と

も
呼
ば
れ
た
義
塾
の
丸
帽
と
低
い
襟
、
学

部
・
学
年
を
示
す
記
章
な
し
の
服
装
は
、

形
式
主
義
を
嫌
い
、
端
正
を
よ
し
と
す
る

塾
生
の
気
風
を
体
現
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　一
貫
教
育
校
の
一
つ
で
あ
る
幼
稚
舎
の

制
服
の
歴
史
も
古
い
。
１
８
８
７
︵
明
治

20
︶
年
頃
に
は
、
制
服
と
し
て
洋
服
を
着

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
型
は
不
統
一
。

約
10
年
後
に
、
７
つ
ボ
タ
ン
の
紺
の
詰
襟

風
の
上
着
、
前
に
つ
ば
の
つ
い
た
大
黒
帽

し
た
も
の
を
着
る
塾
生
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
徐
々
に
増
え
始
め
た
女
子
学
生
た

ち
の
私
服
姿
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ひ
と
き

わ
目
を
引
い
た
。

　私
服
が
広
が
っ
た
１
９
６
０
年
代
に
は

制
服
は
主
に
就
職
活
動
と
卒
業
写
真
用
に

な
り
、
そ
の
後
こ
れ
も
ス
ー
ツ
に
代
わ
っ

た
。
現
在
、
伝
統
の
詰
襟
制
服
は
、
体
育

会
と
應
援
指
導
部
を
中
心
に
着
用
さ
れ
て

い
る
。
制
服
の
歴
史
は
、
義
塾
の
歩
み
に

寄
り
添
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

制帽の記章から
誕生した
ペンマーク

明
文
化
さ
れ
た
服
装
規
定

1954 ～ 55 年頃の図書館学科の学生（図書館学科教授
George S. Bonn 氏撮影）

幼稚舎生の服装（1891［明治 24］年）。
詰襟風の上着が申し合わせによる服
装であったようだ

義塾を象徴するペンマーク

の起源には諸説あるが、洋

服着用の副産物だったとも

言われている。1885（明治

18）年頃の洋服統一の動き

の中、塾生たちの間で帽子

の記章についても検討が行

われた。そしてある塾生が、

当時の英文教科書クワッケ

ンボス著『コムポジション・

アンド・レトリック』の文

中に「ペンには剣に勝る力

あり」の語句を見つけ、こ

れを具象化してペンを交差

したデザインを作り、帽子

の記章にした。それが後に

塾当局に追認されて、ペン

マークになったとされる。

黒色丸帽の制帽協力：福澤研究センター、慶應義塾図書館




